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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 15,217 △20.1 163 △64.0 262 △46.5 144 21.2
21年3月期第2四半期 19,055 ― 454 ― 489 ― 119 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 16.10 16.02
21年3月期第2四半期 12.42 12.10

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 24,337 9,442 30.5 824.02
21年3月期 25,097 9,008 28.5 796.21

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  7,411百万円 21年3月期  7,161百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 10.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 △7.2 610 ― 610 ― 250 ― 27.79



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年5月15日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成21年10月13日公表の「業績予想の修正に関するお
知らせ」をご参照ください。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
て、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 10,055,117株 21年3月期  10,055,117株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,060,368株 21年3月期  1,060,228株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期  8,994,792株 21年3月期第2四半期  9,623,523株



 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に生産調整の進展に伴う底打ち感が見られ、また、政府に

よる大規模な経済対策等も加わり、景気は回復に向かうことが期待されますが、設備投資に対する抑制のほか、雇用

情勢や為替変動の影響は未だ懸念されており、先行き不透明感は当面続くものと予想しております。 

 このような状況下において、当社企業グループは、電子機器関連事業においては、各社ごとに、技術開発力を生か

した受注獲得活動を積極的に推進するとともに、従前にも増して経費の削減を進める等、業績の改善に向け、総力を

挙げております。 

 また、光学機器関連事業においては、主力の書画カメラが米国市場の一時的な停滞から改めて需要が拡大し始め、

また、前年設置の英国・台湾のマーケティング拠点並びに海外現地法人を主体にグローバルマーケティング活動を推

進し、国内でもスクール・ニューディール政策をフォローの風と受け止め、事業体制の強化に取組みました。また、

当期間において民事再生手続中のチノンテック株式会社との間で同社の事業を譲受ける契約を締結しました。 

 経常利益において、電子機器関連事業で当社が期初の予想を上回ったほか、光学機器関連事業では、仕入に対する

為替差益の増加が寄与し、また、四半期純利益につきましては、前記に加えて、政府より優遇税制の適用を受けてお

りますタイの生産子会社（ELMO Industry (Thailand) Co., Ltd.）における米国初等教育市場向け書画カメラの大幅

増産による利益の増加が寄与しました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 百万円（前年同期比 ％減）、営業利益 百

万円（前年同期比 ％減）、経常利益 百万円（前年同期比 ％減）、四半期純利益 百万円（前年同期比

％増）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 電子機器関連事業 

 電子機器関連事業において、設備投資意欲の後退から、ＦＡ関連やセキュリティ関連については未だ回復基調と

はなっておらず、取引先の予算執行も先延ばしが多くなっております。その中、薄利の製品売上は予想を上回り、

売上高としては増加したものの、獲得案件の利益率が低下しており、コスト削減を徹底して行いましたが、収益的

には結果は芳しくありませんでした。 

 この結果、電子機器関連事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比 ％

減）となりました。また、 百万円の営業損失（前年同期は 百万円の営業損失）となりました。 

② 光学機器関連事業 

 光学機器関連事業では、米国初等教育市場における書画カメラの需要は順調に拡大しましたが、国内販売の不振

に加え、海外売上比率が高い中で円高が前期より進行したことにより、売上高並びに営業利益が低下しました。 

 この結果、光学機器関連事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比 ％

減）となりました。また、営業利益は 百万円（前年同期比 ％減）となりました。 

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 「日本」は、電子機器関連事業の受注低迷のほか、光学機器関連事業における監視カメラ・映像ソリューション分

野での落ち込みにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比 ％減）となり、営業損

失が 百万円（前年同期は営業利益 百万円）となりました。 

 「日本」以外の所在地につきましては、光学機器関連事業のみが海外事業を展開しており、「北米」は、米国にお

ける書画カメラの販売が復調したものの、為替円高の影響を受け、売上高は 百万円（前年同期比 ％減）、

営業利益 百万円（前年同期比 ％減）となりました。 

 「欧州」は、最大市場の英国向けを株式会社エルモ社本社からの直接貿易に切り替えたこともあり、売上高は

百万円（前年同期比 ％減）、営業損失８百万円（前年同期は営業利益 百万円）となりました。「アジア」は、

タイ工場が米国向け書画カメラ生産の増加で、売上高 百万円（前年同期比 ％増）、営業利益 百万円（前

年同期比 ％増）となりました。 

  

① 財政状態の変動状況 

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、現金及び預金の増加のほか、有形固定資産は増加したものの、売上

債権の減少やたな卸資産の減少などにより、総資産は前連結会計年度末に比べ760百万円減少して24,337百万円と

なりました。総負債は、仕入債務の減少や借入金の減少などにより、前連結会計年度末に比べて1,194百万円減少

して14,894百万円となりました。また、純資産は、繰延ヘッジ損益や為替換算調整勘定の増加などにより、前連結

定性的情報・財務諸表等
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会計年度末に比べ434百万円増加して9,442百万円となりました。自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.0ポイ

ント増加して30.5％となりました。 

② 連結キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調

整前四半期純利益が 百万円の収入となったほか、売上債権の減少額が 百万円、たな卸資産の減少額が 百

万円となったことなどにより、営業活動により得られた資金は 百万円となり、投資活動においては、有形固

定資産の取得などで 百万円を支出、また、財務活動において借入金の返済や配当金の支払いなどにより 百万

円を支出したことから、前連結会計年度末に比べ 百万円増加して、 百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果、得られた資金は前年同期に比べて 百万円増加して

百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が 百万円の収入となったほか、売上債権の減少

額が 百万円、たな卸資産の減少額が 百万円となったことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果、使用した資金は 百万円（前年同期は 百万円の収入）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得により 百万円を支出したことなどを反映したものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果、支出した資金は前年同期に比べ 百万円減少して 百万

円となりました。これは主に、借入金の返済や配当金の支払いなどを反映したものであります。 

  

 業績予想につきましては、電子機器関連事業では、当社において、今期初より製造稼動人員が減少した点を踏ま

え、下期以降に、人手が掛かり、かつ薄利の受託の見直しを行う予定であり、下期における売上高が減少する見込み

となりますが、一方、光学機器関連事業では、国内においては環境の厳しさは続くものの、主力製品である米国初等

教育向け書画カメラ販売が第３四半期以降も堅調に推移すると見込めること、並びにチノンテック株式会社より事業

を承継する株式会社ＳＵＷＡオプトロニクスの業績が２ヶ月加わること、為替円高がさらに加速する等を勘案して見

直しを行いました。 

 この状況を踏まえ、平成21年10月13日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表し、平成22年３月期の連結業

績予想数値を修正しております。 

 今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示を行う予定であります。 

  

 該当事項はありません。  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の一般債権の貸倒実績率等を使用して、当第２四半期連結会計期間

末の一般債権の貸倒見積高の算定を行っております。 

② たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 税金費用の算定方法 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 該当事項はありません。  
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３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,696,348 2,218,579

受取手形及び売掛金 5,092,571 5,856,967

商品及び製品 2,013,634 2,446,560

仕掛品 1,780,151 1,402,683

原材料及び貯蔵品 2,045,851 2,238,754

その他 1,167,176 1,624,340

貸倒引当金 △26,221 △20,925

流動資産合計 14,769,513 15,766,961

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,617,012 2,675,493

土地 4,429,454 4,422,995

その他（純額） 1,096,887 883,679

有形固定資産合計 8,143,354 7,982,169

無形固定資産 239,835 254,708

投資その他の資産   

その他 1,155,798 1,106,398

貸倒引当金 △17,218 △12,604

投資その他の資産合計 1,138,579 1,093,794

固定資産合計 9,521,768 9,330,671

繰延資産 45,893 －

資産合計 24,337,175 25,097,632

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,736,511 5,145,872

短期借入金 4,715,637 5,541,880

未払法人税等 40,414 57,830

役員賞与引当金 － 10,230

リコール損失引当金 17,425 43,836

その他 1,374,998 1,352,362

流動負債合計 10,884,987 12,152,012

固定負債   

長期借入金 1,674,488 1,526,701

退職給付引当金 2,040,563 2,090,284

役員退職慰労引当金 66,992 66,992

負ののれん 85,858 128,942

その他 141,476 123,911

固定負債合計 4,009,379 3,936,831

負債合計 14,894,366 16,088,843



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,250,844 2,250,844

資本剰余金 2,447,767 2,447,767

利益剰余金 3,329,437 3,274,555

自己株式 △428,241 △428,210

株主資本合計 7,599,807 7,544,956

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,902 △5,704

繰延ヘッジ損益 23,250 △86,896

為替換算調整勘定 △216,081 △290,567

評価・換算差額等合計 △187,928 △383,169

少数株主持分 2,030,930 1,847,001

純資産合計 9,442,809 9,008,789

負債純資産合計 24,337,175 25,097,632



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 19,055,603 15,217,664

売上原価 15,506,854 12,423,744

売上総利益 3,548,749 2,793,920

販売費及び一般管理費 3,094,725 2,630,429

営業利益 454,023 163,490

営業外収益   

受取利息 11,907 3,576

受取配当金 2,030 1,017

負ののれん償却額 60,983 41,025

為替差益 － 65,025

その他 25,768 38,160

営業外収益合計 100,689 148,804

営業外費用   

支払利息 48,921 36,754

その他 15,886 13,509

営業外費用合計 64,807 50,264

経常利益 489,905 262,031

特別利益   

固定資産売却益 585 281

貸倒引当金戻入額 2,193 －

リコール損失引当金戻入額 － 28,905

その他 － 397

特別利益合計 2,778 29,584

特別損失   

固定資産除却損 14,190 8,757

投資有価証券評価損 1,652 4,295

持分変動損失 41,508 7,118

たな卸資産評価損 389,051 －

その他 4,225 －

特別損失合計 450,627 20,171

税金等調整前四半期純利益 42,056 271,444

法人税等 △174,987 28,398

少数株主利益 97,503 98,214

四半期純利益 119,540 144,830



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 42,056 271,444

減価償却費 387,036 366,387

負ののれん償却額 △60,983 △41,025

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,800 △4,030

退職給付引当金の増減額（△は減少） △96,008 △49,720

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △38,015 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,624 9,423

受取利息及び受取配当金 △13,937 △4,593

支払利息 48,921 36,754

投資有価証券評価損益（△は益） 1,652 4,295

有形固定資産売却損益（△は益） △585 △281

有形固定資産除却損 14,190 8,757

持分変動損益（△は益） 41,508 7,118

売上債権の増減額（△は増加） 270,138 815,649

たな卸資産の増減額（△は増加） △463,864 357,448

仕入債務の増減額（△は減少） 1,129,086 △501,375

その他 107,610 78,641

小計 1,353,380 1,354,894

利息及び配当金の受取額 13,937 4,618

利息の支払額 △44,917 △38,243

法人税等の支払額 △239,015 △75,636

法人税等の還付額 － 192,133

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,083,385 1,437,766

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △241,707 △106,032

有形固定資産の売却による収入 707 447

無形固定資産の取得による支出 △47,726 △52,294

投資有価証券の取得による支出 △50,248 △2,050

投資有価証券の売却による収入 200 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 5,226

子会社の増資 438,711 9,450

貸付金の回収による収入 541 362

定期預金の預入による支出 △166,272 △125,000

定期預金の払戻による収入 225,000 159,785

その他 20,681 △4,724

投資活動によるキャッシュ・フロー 179,884 △114,830



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △555,800 △738,400

長期借入れによる収入 500,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △550,411 △552,554

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △11,364

自己株式の取得による支出 △206,783 △31

配当金の支払額 △146,305 △90,201

その他 △32,391 △57,333

財務活動によるキャッシュ・フロー △991,691 △849,884

現金及び現金同等物に係る換算差額 △103,035 39,378

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,544 512,430

現金及び現金同等物の期首残高 2,775,232 2,028,201

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,943,776 2,540,631



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
電子機器
関連事業 
（千円） 

光学機器
関連事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  9,562,309  9,493,294  19,055,603 ―  19,055,603

(2）

 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 254,032  50,145  304,177 (304,177) ― 

 計  9,816,341  9,543,439  19,359,780  (304,177)  19,055,603

 営業利益又は営業損失（△）  △34,033  515,635  481,601 (27,577)  454,023

  
電子機器
関連事業 
（千円） 

光学機器
関連事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  7,053,397  8,164,266  15,217,664 ―  15,217,664

(2）

 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 169,554  20,600  190,155 (190,155) ― 

 計  7,222,952  8,184,867  15,407,819  (190,155)  15,217,664

 営業利益又は営業損失（△）  △36,737  225,590  188,852 (25,361)  163,490

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去 
又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 14,653,019  4,062,809  339,773 ―  19,055,603 ―  19,055,603

(2）

 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

 3,998,462  5,705 ―  999,743  5,003,911 (5,003,911) ― 

 計  18,651,482  4,068,515  339,773  999,743  24,059,515  (5,003,911)  19,055,603

 営業利益  272,174  239,722  26,393  20,641  558,931 (104,907)  454,023



  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  ① 重要な契約の締結 

 当社と連結子会社の株式会社エルモ社は、平成21年12月25日開催予定の両社の臨時株主総会における承認

を前提として、平成22年４月１日を期して、株式移転によりテクノホライゾン・ホールディングス株式会社

を設立することについて合意に達し、本日開催の両社取締役会において承認のうえ、本日付けで両社の経営

統合に関する「共同持株会社設立に関する契約書」を締結いたしました。 

 詳細につきましては、本日公表の「株式会社タイテックと株式会社エルモ社との共同持株会社設立（株式

移転）による経営統合に関するお知らせ」をご覧ください。 

  ② 重要な事業の譲受 

 連結子会社の株式会社エルモ社が、平成21年７月23日にチノンテック株式会社との間で締結した事業譲渡

契約について、株式会社エルモ社の100％子会社である株式会社ＳＵＷＡオプトロニクスがチノンテック株

式会社よりの事業譲受けを本日完了し、譲受対象資産が確定いたしました。 

 詳細につきましては、本日公表の「当社連結子会社（株式会社エルモ社）におけるチノンテック株式会社

よりの事業譲受け完了に関するお知らせ」をご覧ください。 

  
日本

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去 
又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 11,572,885  3,497,041  147,737 ―  15,217,664 ―  15,217,664

(2）

 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

 2,834,419  11,711 ―  1,490,266  4,336,398 (4,336,398) ― 

 計  14,407,305  3,508,752  147,737  1,490,266  19,554,062  (4,336,398)  15,217,664

 営業利益又は 

 営業損失（△） 
 △242,349  145,553  △8,559  151,196  45,841  117,649  163,490

〔海外売上高〕

  北米 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  4,529,772  604,321  120,261  5,254,355

Ⅱ 連結売上高（千円）  ― ― ―  19,055,603

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  23.8  3.2  0.6  27.6

  北米 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  4,285,572  407,905  144,079  4,837,557

Ⅱ 連結売上高（千円）  ― ― ―  15,217,664

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  28.2  2.7  0.9  31.8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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